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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
求
め
ら
れ
る
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
で
あ
っ
て
、
安
全
だ
と
は
言
わ
な
い
」
と
い
う
発
言
の
趣
旨
は
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
安
全
神
話
に
陥
る
こ
と
な
く
、
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
不
断
に
向
上
さ
せ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
御
指
摘
の
「
運
転
に
あ
た
り
求
め
て
き
た
レ
ベ
ル
の
安
全
性
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
発
言

の
趣
旨
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
九
州
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
九
州
電
力
」
と
い
う
。
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
九
州
電

力
の
川
内
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
川
内
原
子
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
の
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
変
更
の
許
可
に
係
る
申

請
（
以
下
「
設
置
変
更
許
可
申
請
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
設
置
変
更
許
可
申
請
が
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
三

条
の
三
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
基
準
（
以

下
「
設
置
変
更
許
可
基
準
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



川
内
原
子
力
発
電
所
の
設
置
変
更
許
可
申
請
に
係
る
審
査
に
お
い
て
、
九
州
電
力
は
、
地
下
の
マ
グ
マ
の
状
況
や
過
去
の

噴
火
履
歴
等
を
検
討
し
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
お
い
て
、
噴
火
の
規
模
を
噴
出
物
の
総
体
積
に
基
づ
き
指

数
化
し
た
火
山
爆
発
指
数
七
以
上
の
噴
火
が
生
じ
る
可
能
性
は
十
分
小
さ
く
、
火
山
爆
発
指
数
六
以
下
の
噴
火
を
考
慮
し
て

も
、
火
砕
流
等
に
よ
る
敷
地
へ
の
影
響
は
な
い
と
評
価
し
て
お
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
こ
れ
を
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。

ま
た
、
降
下
火
砕
物
に
よ
る
敷
地
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
中
に
生
じ

る
可
能
性
の
あ
る
噴
火
の
規
模
と
川
内
原
子
力
発
電
所
の
位
置
関
係
を
踏
ま
え
、
約
一
万
二
千
八
百
年
前
の
桜
島
薩
摩
噴
火

に
よ
る
も
の
が
最
も
影
響
が
大
き
い
と
評
価
し
、
敷
地
に
お
い
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
降
下
火
砕
物
の
層
厚
を
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
評
価
し
た
上
で
、
原
子
炉
の
安
全
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
同
委
員
会
は
こ
れ
を
妥
当
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
残
余
の
リ
ス
ク
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
火
山
爆
発
指
数
七

以
上
の
噴
火
の
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
こ
と
を
継
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九
州
電
力
は
、
火
山
活
動
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
運
転
に
あ
た
り
求
め
て
き
た
レ
ベ
ル
の
安
全
性
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
「
再
稼
働
に

求
め
ら
れ
る
安
全
性
」
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も
厳
し
い
水

準
の
「
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
」
は
同
旨
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の
保
護
、
環
境
の
保
全
並
び
に
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る

た
め
、
設
置
変
更
許
可
申
請
に
つ
い
て
、
設
置
変
更
許
可
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
原
子
力
利

用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

設
置
変
更
許
可
基
準
に
は
、
地
域
防
災
計
画
に
係
る
事
項
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
同
計
画
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所

が
再
稼
働
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
災

害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
い
て
作
成
等
が
な
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
原
子
力
防
災
会
議
の
下
、
関
係
府
省
庁
に
よ
る
同
計
画
の
作
成
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。

三



ま
た
、
一
に
つ
い
て
及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
同
委
員
会
が
設
置
変
更
許
可
申
請
に
つ
い

て
設
置
変
更
許
可
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
再
稼
働
に
求
め
ら
れ
る
安
全
性
」
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
、
関
係
市
町
及
び
関
係
府
省
庁
が
参
加
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
川
内
地

域
の
避
難
計
画
を
含
め
た
緊
急
時
対
応
が
具
体
的
か
つ
合
理
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
、

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日
の
原
子
力
防
災
会
議
に
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
規
制
委
設
置
法
の
条
文
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
立
法
者
の
意

思
及
び
当
時
表
明
さ
れ
た
政
府
の
立
場
」
を
踏
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

四
十
七
号
）に
お
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
の
判
断
を
行
う
こ
と
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
規
制
委
が
再
稼
働
の
判
断
を
し
な
い
こ
と
は
、
・
・
・
規
制
委
設
置
法
違
反
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
御
指
摘
は
当

た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四



八
に
つ
い
て

個
々
の
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準
の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
、
実
際
に
再
稼
働
を
行
う
の
は
事
業
者
で
あ
る
。
ま
た
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
六

年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
専
門
的
な
判

断
に
委
ね
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準
の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
判
断
を
尊
重
し
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
進
め
る
。
そ
の
際
、
国
も
前
面
に
立
ち
、
立
地
自
治
体
等
関
係
者
の
理
解

と
協
力
を
得
る
よ
う
、
取
り
組
む
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
政
府
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
再
稼
働
を
進
め
る
も
の
で
あ

る
。

九
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
は
、
最
新
の
科
学
的
知
見
や
国
際
原
子
力
機
関
等
の
規
制
基
準
を
参
考
に
し
つ
つ
原
子
力

発
電
所
の
規
制
に
必
要
な
基
準
を
設
定
し
、
原
子
力
発
電
所
が
そ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
安
全
性
の
追
求
に
終
わ
り
は
な
く
、
継
続
的
な
安
全
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
者

に
お
い
て
も
、
更
な
る
安
全
性
の
向
上
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
万
が
一
事
故
が
起
き
た
場
合
、

五



原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
等
に
必
要
な
措
置
の
実
施
や
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
つ
い
て
、
そ
の
一
義
的
な
責
任
は
、
事

業
者
が
負
う
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
政
府
と
し
て
も
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六

号
）
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
等
の
責
務
を
有
す
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
「
立
地
自
治
体
等
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
、
取
り

組
む
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
決
議
」
及
び
「
附
帯
決
議
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
間
の
連
携
協
力
体
制
に
関
す
る
諸
外
国
の
事

例
等
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
会
見
及
び
会
合
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
等
に
よ
り
広
く
情
報
発
信
を
す
る
な
ど
情
報
開
示
の
強
化
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の
設
置
変
更

許
可
申
請
に
係
る
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
住
民
に
対
し
て
説
明
を
行
う
に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
実
施
方
法
を
含
め
関
係

自
治
体
と
十
分
に
調
整
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

六


